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安全対策規定 内容

□ 収容定員 ・地域に限らず講習会の定員は、会場の収容人数の50%以下とする

□
飛沫の抑制（マスクの着用・

会話の自粛要請）

・受講中は飛沫発生の抑制するため、適切なマスクの着用の周知・徹底を講じる

・会話自粛協力の周知・徹底を講じる

□
手洗、手指・施設消毒

の徹底

・こまめな手洗や手指消毒の徹底を促す

会場出入口等へのアルコール等の手指消毒液の設置や場内アナウンス等の実施

・施設内（出入口、トイレ、共用部等）の定期的かつこまめな消毒の実施

□ 換気の徹底 ・こまめな換気（１時間に２回以上・１回に５分間以上）の徹底

□ 密集回避
・人と人とが触れ合わない間隔の確保を講じる（最低１ｍ）

・休憩時間や待合場所での密集を回避するため、会場誘導・案内を講じる

□ 受講者の把握・管理

・受講者の講習会前の健康状態の把握と確認を講じる（健康告知書）

講習会当日（２日間）の発熱の有無（37.5度以上）

症状（咳、鼻汁、頭痛、倦怠感、味覚異常）の確認

同居者を含み、過去2週間以内に新型コロナウィルス感染者との接触の有無を確認。

該当者には適切な対応（別日程案内）を講じる

□ 運営関係者の感染対策 運営関係者に関しても、講習会前の健康状態の把握と確認を講じる
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